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IE expo 2023 第 24 回中国国際環境博覧会 

開催レポート～展示規模は史上最大に～ 
 

2023年 4月 28日 

日中環境協力支援センター有限会社 

 

 2023 年 4 月 19 日（水）～21 日（金）、上海市にて中国最大規模の環境展示会である第 24 回中国国

際環境博覧会（IE expo2023）が開催された。 

 

■IE expoとは 

 IE expo 2023は、前身の EPTEE や IFAT China 時代も含め、2000年の第 1 回から第 24 回目とな

る歴史ある中国環境展であり、出展企業数、出展面積、見学者数が中国最大規模の国際環境技術展の一

つである。今回は、中国環境科学学会、全国工商連合会環境サービス業商会、ドイツメッセミュンヘン、

中貿ミュンヘン展覧（上海）有限公司が共同主催し、また中貿ミュンヘン展覧（上海）有限公司が企画

運営し、海外の後援団体としてはジェトロ上海事務所、米国在上海総領事館商務処、デンマーク輸出協

会、欧州水協会、韓国環境保全協会、国際固形廃棄物協会等がある。 

 主な展示分野は、水と汚水処理・大気・廃棄物・土壌浄化・環境モニタリング・リサイクル・カーボ

ンニュートラル等であり、分野別にホールを分けて展示した。 

 中国環境企業による最新の環境技術の展示のみならず、欧米やアジア諸国からも多くの企業が出展し、

世界中の環境技術動向も把握できる展示会となっている。 

 

■今年の IE expoの概況 

 今回は上海新国際博覧センターの全 17ホールを全て使用し、出展企業数は過去最多の 2407社、出展

面積は 19.6 万㎡、見学者数は延べ 9.1 万人となった。海外パビリオンとしては、日本のほか、ドイツ、

シンガポール、韓国等が出展した。 

展示期間中、約 40 の環境政策・技術フォーラム・シンポジウムや出展者技術発表会が併催され、そ

の内容は VOC 等大気汚染対策、廃棄物資源化利用、環境モニタリング、土壌修復、汚水対策等多岐に

わたる。中国生態環境省の関係者、大学・研究機関の研究者、環境技術企業の担当者等多数が講演した。 

 初日午前の開幕式では、主催団体・関連団体の挨拶の後、環境サービス業商会会長やジェトロ上海事

務所所長等の来賓立会いの下、テープカットが行われた。 

 

■日本勢の参加状況 

 日本関係では、ジェトロ上海事務所（ジャパンパビリオン部分のみ）が後援しており、当社主催のジ

ャパンパビリオンにおける 10社を含め、日系企業は約 40社が出展した。 

 E3 号ホールに位置するジャパンパビリオンには、東亜 DKK、大氣社、日立造船、中部エコテック、

島川製作所、堺化学、東京理化等が出展していた。他エリアの出展日系企業には、クボタ環境、島津、

アムコン、AMBIC、北九州市、東レ、東洋和光、ニチアス、西部技研、明電舎、荏原等がある（出展日
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系企業リストは参考資料の表 1を参照）。 

 

■併催イベントも充実 

 展示会期間中、環境技術フォーラムが約 40件開催された。その一部は次の通り。 

・2023中国環境技術大会 ～汚染削減・脱炭素コベネフィットにより「美しい中国」を建設～ 

・ドイツ-中国環境科学・工程国際協力技術シンポジウム 

・工業節水・廃水資源化シンポジウム及び水処理スマート化フォーラム 

・長江デルタ都市・農村汚水処理国際交流会 

・第 7回全国膜技術工程設計・工程利用シンポジウム 

・デンマーク汚水処理・都市排水システムのイノベーション・カーボンニュートラル 

・重点産業 VOC汚染対策及びモニタリング技術交流会 

・固形廃棄物資源化利用・処分技術交流会 

・EU-中国固形廃棄物フォーラム 

・工業固形廃棄物総合利用・危険廃棄物資源化戦略協力フォーラム 

・「無廃棄物都市」建設フォーラム 

・有機廃棄物バイオ処理技術・利用国際ハイレベルフォーラム 

・第 3回環境モニタリングフォーラム 

・生態環境モニタリング・抑制技術フォーラム 

・長江デルタ騒音抑制技術フォーラム 

・EU-中国カーボンニュートラル・グリーン発展大会 

・生態環境イノベーション技術発展フォーラム 

・新たな情勢下での環境アセスと汚染排出許可の事業展望技術フォーラム 

・シンガポール企業水技術シンポジウム 

 

■参考資料 

・IE expo2023出展日系企業及び日本関連企業一覧 

・展示会写真 6枚 

□表 1．IE expo 2023出展日系企業及び日本関連企業一覧（順不同、一部和訳等補足あり） 

アムコン（福建）環保設備有限公司 霧的池内（上海）貿易有限公司 

島津企業管理（中国）有限公司 奥泰斯電子（東莞）有限公司上海分公司（OPTEX） 

クボタ環保科技（上海）有限公司 上海羅巴魯富鑫塗料有限公司 

西部技研環保節能設備（常熟）有限公司 伯東企業（上海）有限公司 

上海鶴見泵業有限公司 日立造船株式会社 

世晃（上海）機電工業有限公司 堺化学工業株式会社 

ニチアス（上海）貿易有限公司 五洲大気社工程有限公司上海分公司 

明電舎（上海）企業管理有限公司 中部艾科太科（大連）環境技術有限公司 

アンビック（上海）貿易有限公司 烈成潤興（上海）貿易有限公司（島川製作所） 

荏原電産（青島）科技有限公司 東京理化器械株式会社 

易威奇泵業国際貿易（上海）有限公司 北京理研潤沢儀器有限公司 

https://www.amcon.co.jp/
https://www.kirinoikeuchi.co.jp/
https://www.shimadzu.co.jp/
https://www.optex.co.jp/
https://www.kubota-ksk.co.jp/
https://www.roval.co.jp/
https://seibu-giken.com/
https://www.hakuto.co.jp/
https://www.tsurumipump.co.jp/
https://www.hitachizosen.co.jp/
http://www.secoh-sh.com/jp/main.asp
https://www.sakai-chem.co.jp/jp/
https://www.nichias.co.jp/
https://www.taikisha.co.jp/
https://www.meidensha.co.jp/
https://chueco.co.jp/
https://www.ambnfk.com/
https://www.shimakawa.co.jp/
https://www.ebd.co.jp/
http://www.eyela.co.jp/
https://www.iwakipumps.jp/
https://www.rikenkeiki.co.jp/
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青島威羽山環保科技有限公司 株式会社 DCT 

東京計装（上海）儀表商貿有限公司 藍星東麗膜科技（北京）有限公司（東レ） 

伸栄（上海）水処理環保工程有限公司 西原環保（上海）股分有限公司 

カルゴンカーボン（蘇州）有限公司（クラレ） 上海東洋和光浄化材料有限公司 

東亜 DKK株式会社 上海設松装備科技有限公司（コマツ） 

北京科思特気体技術有限公司（ガステック） 荏原機械（中国）有限公司 

新考思莫施電子（上海）有限公司 北九州市/上海ソイル環境科技有限公司 

コフロック精密儀器（上海）有限公司 三菱長崎機工株式会社 

濱松光子学商貿（中国）有限公司 深圳大井和環保科技有限公司 

（出典：IE expo ウェブサイト及び展示会カタログより） 

 

□展示会写真 

 上左：開幕式 上右：日本パビリオン 中左：日本パビリオン 中右：展示ホール内概観 

 下左：中国環境技術大会 下右：併設イベント 

   

 

       

https://www.kk-hayama.net/
https://www.ie-expo.cn/exhibitors/exhibitor2-10581.html
https://www.tokyokeiso.co.jp/
https://www.toray.co.jp/
https://www.shin-ei-chem.co.jp/
https://www.nishihara.co.jp/
file:///C:/Users/onogi/Documents/顧客企業/IE%20expo/2023年度/calgoncarbon-china.com
https://wakochemical.jp/
https://www.toadkk.co.jp/
https://www.komatsu.jp/ja
https://www.gastec.co.jp/product/
https://www.ebara.com/
https://www.new-cosmos.co.jp/
http://www.shanghaisoil.com/
https://www.kofloc.co.jp/
https://www.mnm.co.jp/
https://www.hamamatsu.com/jp/ja/
https://www.kk-daiwakagaku.co.jp/
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■次回開催日程 

 次回の第 25回中国国際環境博覧会（IE expo 2024）は 2024年 4月 18日（木）～20日（土）に同じ

会場（上海新国際博覧センター）で行われる予定であり、引き続き当社が日本パビリオンや日系企業の

出展窓口を務める予定である。 

 

以上 


